
㉚
リ
ニ
ア
実
施
計
画
を
認
可
し
た
が
…

コータローの
� 国会レポート

認
可
直
後
に
穀
田
恵
二
衆

院
議
員
と
共
に
記
者
会
見

＝
17
日

で
す
。

　

し
か
し
、
移
動
距
離
が

短
く
な
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ

地
方
に
事
業
所
を
置
か
ず

東
京
本
社
だ
け
で
対
応
す

る
会
社
が
出
て
き
ま
す
。

大
都
市
圏
に
人
口
、
産
業

が
吸
い
寄
せ
ら
れ
る
こ
の

「
ス
ト
ロ
ー
効
果
」
の
検

証
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
が
国
交
省
は
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
「
ス

ト
ロ
ー
効
果
は
起
こ
ら
な

い
と
い
う
指
摘
が
あ
る
」

と
結
論
づ
け
て
い
ま
す
。

委
員
会
質
疑
で
私
が
こ
の

根
拠
は
何
か
と
聞
く
と

「
有
識
者
懇
談
会
で
の
発

言
を
引
用
し
た
」
と
の
答

弁
。
誰
の
発
言
か
と
聞
く

と
、「
非
公
開
で
言
え
な

い
」
と
の
答
弁
で
し
た
。

実
は
こ
の
発
言
は
Ｊ
Ｒ
東

海
の
葛
西
会
長
な
の
で

す
。
葛
西
氏
は
有
識
者
ど

こ
ろ
か
リ
ニ
ア
建
設
を
申

請
す
る
当
事
者
で
す
。
ま

さ
に
茶
番
で
す
。

　

工
事
の
認
可
と
実
際
の

着
工
は
別
。
強
行
着
工
を

許
さ
な
い
た
た
か
い
が
続

き
ま
す
。（
辰
巳
孝
太
郎

　
日
本
共
産
党
参
院
議
員

　
隔
週
で
掲
載
）

費
、
電
磁
波
の
影
響
、
大

量
の
発
生
残
土
運
搬
、
そ

し
て
採
算
性
へ
の
疑
問
も

尽
き
ま
せ
ん
。

　

リ
ニ
ア
の
完
成
は
日
本

に
何
を
も
た
ら
す
の
か
。

　

７
月
に
国
交
省
が
作
成

し
た
今
後
の
国
土
形
成
の

理
念
を
示
し
た
「
国
土
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
２
０

５
０
」
に
は
、
リ
ニ
ア
新

幹
線
に
よ
っ
て
東
京
、
名

古
屋
、
大
阪
の
３
大
都
市

を
６
千
万
人
の
一
大
都
市

圏
と
し
て
国
際
競
争
力
を

高
め
る
、
と
し
て
い
ま

す
。
都
市
の
規
模
と
し
て

は
中
国
・
広
州
の
３
２
０

０
万
人
を
上
回
る
超
巨
大

都
市
の
誕
生
と
い
う
わ
け

　

10
月
17
日
、
国
交
大
臣

が
リ
ニ
ア
新
幹
線
工
事
実

施
計
画
を
認
可
し
ま
し

た
。

　

ど
ん
な
開
発
で
も
自
然

へ
の
影
響
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
リ
ニ
ア
で
日
本

が
失
う
も
の
は
あ
ま
り
に

も
大
き
い
。
南
ア
ル
プ
ス

貫
通
で
起
こ
る
水
枯
れ
な

ど
の
自
然
破
壊
、
東
海
道

新
幹
線
の
３
倍
の
電
力
消


